
新年のごあいさつ
第六回定例会
第五回定例会
第四回臨時会
令和２年度　組合決算概要
財政事情の公表
おんしりんMTBコースのご案内
恩賜林組合からのお知らせ

広報 恩賜林2022

No.120



新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
市
二
村
入
会
住
民
の
皆
様
に
は
、健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大
に
伴
い
、開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
状
況
の
中
、東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、選
手
の
皆
さ
ん
の
活

躍
は
、日
本
中
の
人
々
に
勇
気
と
希
望
、そ
し
て
感
動
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、今
後
日
本
が
直
面
し
て
い
く
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
社
会
を
見
据
え
、現

在
入
会
財
産
で
あ
る
森
林
空
間
を
活
用
し
た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
を
整
備

し
て
お
り
、今
年
中
に
は
オ
ー
プ
ン
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
富
士
北
麓
地
域
の
観
光
振
興
や

入
会
住
民
の
健
康
志
向
等
に
貢
献
し
、地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、「
森
林
学
習
施
設
ふ
じ
さ
ん
の
ぬ
く
森
キ
ポ
キ
ポ
」で
は
、入
館
制
限
な
ど

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、入
会
住
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
好

評
を
得
て
お
り
、今
後
も
引
き
続
き
安
全
で
安
心
な
施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
16
年
に
山
梨
県
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
た
、北
富
士
組
合
有
地
に
お
い

て
は
、森
林
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
効
に
活
用
し
、健
康
や
観
光
、教
育
等
の
場

と
し
て
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
必
要
な
施
設
整
備
を
一
層
推
進
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
入
会
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
本
年
が
よ
り
良
い
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

入
会
住
民
の
皆
様
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、組
合
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

世
界
的
な
流
行
が
一
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、社
会
全
体
で
日
常
生
活
や
社

会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
中
で
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は
じ

め
と
し
た
感
染
症
対
策
に
よ
り
、少
し
ず
つ
で
あ
り
ま
す
が
日
常
に
戻
り

つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収

束
し
、皆
様
が
本
来
の
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
組
合
会
議
員
は
、自
ら
が
旧
十
一
ヶ
村
入
会
住
民
の
代
表
者
で

も
あ
る
と
い
う
認
識
に
鑑
み
、地
元
の
権
益
を
尊
重
し
な
が
ら
、皆
様
か

ら
の
信
託
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
、議
決
機
関
と
し
て
そ
の
権
能
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、執
行
者
と
相
携
え
な
が
ら
組
合
の
運
営
に
対
処
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
の
将
来
を
展
望
す
る
と
、こ
れ
か
ら
も
幾
多
の
難
題
が
待
ち
受
け

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
、

入
会
権
擁
護
と
一
市
二
村
入
会
住
民
の
福
祉
向
上
を
基
本
と
し
て
、富
士

北
麓
入
会
住
民
の
発
展
の
た
め
努
力
を
惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
お
り
ま
す

の
で
、関
係
機
関
並
び
に
入
会
住
民
の
皆
様
に
は
、よ
り
一
層
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

組
合
長

渡
辺

　
正
志

議
長

前
田  

厚
子
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忍
野
村

山
中
湖
村

富
士
吉
田
市
明
見

富
士
吉
田
市
下
吉
田

山
中
湖
村

富
士
吉
田
市
下
吉
田

天
野

　
隆
仁

坂
本   

房
麿

桑
原
　
守
雄

渡
辺

　
新
喜

堀
内
　
康
雄

鈴
木

　
富
蔵

   
第
六
回
定
例
会

　
令
和
３
年
第
六
回
組
合
会
定
例
会
は
、12
月
7
日
か
ら

12
月
20
日
ま
で
の
14
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
お
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
三
号

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て（
組
合
長
等
の
給
与
条
例
の
一
部

改
正
）

　

富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
長
等
の

給
与
条
例
に
つ
い
て
一
部
改
正
し
た
も
の
で
す
。

報
告
第
四
号

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て（
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改

正
）

　

富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
職
員
給

与
条
例
に
つ
い
て
一
部
改
正
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
十
四
号

令
和
3
年
度
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護

組
合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
四
千
二
十
七
万
一
千
円
を
追

加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
六
億
五
千
五
百
四

十
八
万
八
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
十
五
号

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

組
合
監
査
委
員
に
、天
野
隆
仁
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

議
案
第
十
六
号

副
組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

組
合
副
組
合
長
に
、坂
本
房
麿
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

新副組合長の紹介

新議員の紹介

新監査委員の紹介

同
意

同
意

承
認 承

認

可
決
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令
和
3
年
12
月
20
日
現
在

議
　
長

　
　
　
前
田
　
厚
子

副
議
長

　
　
　
堀
内
　
康
雄

林
務
委
員
会

委
員
長

　
　
　
渡
邉
　
壽
幸

副
委
員
長

　
　
桑
原
　
守
雄

委
　
員

　
　
　
前
田
　
厚
子

　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
富
蔵

　
　
　
　
　
　

堀
内
　
康
雄

演
習
地
対
策
委
員
会

委
員
長
　
　
　
渡
辺

　
幸
寿

副
委
員
長
　
　
宮
下

　
宗
昭

委
　
員
　
　
　
小
俣

　
光
吉

　
　
　

羽
田

　
英
児

　
　
　

大
森

　
浩
義

財
務
委
員
会

委
員
長
　
　
　
勝
俣
　
大
紀

副
委
員
長
　
　
渡
辺
　
新
喜

委
　
員
　
　
　
奥
脇
　
和
一

　
　
　
　
　
　

天
野
　
弥
一

　
　
　
　
　
　

羽
田
　
正
男

   

第
四
回
臨
時
会

　
令
和
３
年
第
四
回
組
合
会
臨
時
会
は
、7
月
28
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
臨
時
会
に
お
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
十
号

反
訴
の
提
起
に
つ
い
て

　

訴
え
を
提
起
す
る
に
当
た
り
、地
方
自
治
法
第
九
十
六
条
第
一

項
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

議
案
第
十
一
号

令
和
3
年
度
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組

合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

　

弁
護
士
着
手
金
等
起
訴
費
用
を
補
正
し
た
も
の
で
、既
定
の
予

算
総
額
に
変
更
は
な
く
予
算
総
額
は
二
十
五
億
二
千
九
百
六
十

九
万
二
千
円
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

   
第
五
回
定
例
会

　
令
和
３
年
第
五
回
組
合
会
定
例
会
は
、9
月
10
日
か
ら
10

月
5
日
ま
で
の
26
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
お
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ
て
原
案

の
と
お
り
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
二
号

継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て

　

令
和
2
年
度
組
合
一
般
会
計
予
算
の
継
続
費
を
精
算
し
た
の

で
、地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

報
告
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
十
二
号

令
和
2
年
度
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組

合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

一
般
会
計
の
決
算
は
、歳
入
三
十
億
三
千
百
三
十
四
万
七
千
八
百

二
十
円
、歳
出
二
十
九
億
四
千
八
百
六
十
二
万
九
千
五
百
十
三
円
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
八
千
二
百
七
十
一
万
八
千
三
百
七
円
で
す
。  

   

な
お
、詳
細
は
令
和
2
年
度
一
般
会
計
決
算
の
概
要（
5P
）の
と

お
り
で
す
。

議
案
第
十
三
号

令
和
3
年
度
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組

合
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て（
第
4
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
八
千
五
百
五
十
二
万
五
千
円
を
追

加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
六
億
一
千
五
百
二
十
一
万

七
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

議
会
構
成

可
決

可
決

可
決

報
告

認
定
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     令和2年度組合決算概要

科目（款） 調定額

1 使用料及び手数料 6,235,840

2 国庫支出金 32,906,000

3 県支出金 32,856,831

4 財産収入 511,605,149

5 繰入金 723,227,812

6 繰越金 35,501,150

7 諸収入 1,689,015,038

計 3,031,347,820

歳入

科目（款） 支出済額

1 議会費 49,320,504

2 総務費 382,674,193

3 事業費 2,516,634,816

4 公債費 0

5 予備費 0

計 2,948,629,513

歳出

歳出
支出済額

使用料及び手数料 0.21%

議会費 1.67%

総務費
12.98%

事業費 85.35%

国庫支出金 1.09%

歳入
収入済額

県支出金 1.08%

財産収入
16.88%

諸収入 
55.72%

繰入金
23.86%

繰越金 1.17%

（単位：円）

（単位：円）
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     財政事情の公表
　本組合では、予算の執行状況などを地域の皆さんにお知らせするために、年2回財政事情を公表しています。
　今回は令和3年度一般会計の上半期における予算執行状況並びに基金の状況について公表します。  

区分 現在高

財政調整基金 1,119,646,906

林業振興事業整備基金 5,982,991,837

計 7,102,638,743

科目（款） 予算現額 収入済額 収入率

1 使用料及び手数料 13,630,000 6,323,630 46.4%

2 国庫支出金 107,832,000 600,000 0.6%

3 県支出金 67,232,000 8,768,847 13.0%

4 財産収入 516,666,000 474,807,223 91.9%

5 繰入金 225,201,000 40,139,000 17.8%

6 繰越金 447,000 446,000 99.8%

7 諸収入 1,684,655,000 1,658,963,062 98.5%

計 2,615,663,000 2,190,047,762 83.7%

歳入

科目（款） 予算現額 支出済額 執行率

1 議会費 58,068,000 24,585,637 42.3%

2 総務費 475,200,000 180,367,282 38.0%

3 恩賜林保護費 2,072,394,000 229,947,922 11.1%

4 公債費 1,000 0 0.0%

5 予備費 10,000,000 0 0.0%

計 2,615,663,000 434,900,841 16.6%

歳出

区分 金額 比率

富士吉田市 1,028,880,000 85.74%

山中湖村 101,040,000 8.42%

忍野村
（内野を除く） 70,080,000 5.84%

計 1,200,000,000 100.00%

一般会計一般会計

歳出
支出済額

歳出
支出済額

434,900,841円

財産及び積立金の状況

関係市村賦課金の概要
なし

市村配分金の概要

使用料及び手数料 0.29%

議会費 5.66%

総務費 
41.47%

恩賜林保護費 
52.87%

国庫支出金 0.03%

県支出金 0.40%

財産収入 21.68%

繰入金 1.83%

繰越金 0.02%

諸収入 75.75%

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（令和3年10月26日交付）

歳入
収入済額

2,190,047,762円
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第26回おんしりん杯少年サッカー大会U10

第22回恩賜林杯ミニバスケットボール大会（男子）

第22回恩賜林杯ミニバスケットボール大会（女子）

令和3年7月11日　忍野小学校グラウンド

令和3年12月4・5日　忍野村民体育館

令和3年12月4・5日　鐘山総合体育館

7
月
11
日
に
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
U
10
、

12
月
4
・
5
日
に
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
ん
し
り
ん
杯
ス
ポ
ー
ツ
大
会

一般会計
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8

一市二村内住民と0歳児 　　　無料

一般　大人 500円/人

一般　子供（中学生以下） 250円/人

一市二村内住民 1,000円/時間

一般 1,500円/時間

視聴覚機器 2,000円/回

入館料

研修室使用料

10：00 ～ 15：00（二部制）
【午前の部】10：00～11：45【午後の部】13：15～15：00
※混雑を避けるため、必要に応じて整理券を発行します。
※営業時間については、予告なく変更する場合があります
ので、予めご了承ください。最新情報はInstagram等を
ご確認ください。

※一市二村…富士吉田市（上暮地を除く）、山中湖村、忍
野村（内野を除く）

時間

利用料金

研修室
1,000円／時間
（一市二村内住民）
1,500円／時間（一般）
※当面の間、研修室の
使用人数は上限30名とさせていただきます

バーベキュー台
1,500円／台
（一市二村内住民）
2,300円／台（一般）
※今年度の受付は終了
しました。令和4年4月1日から再開予定です。

【お問い合わせ】
富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合　
森林学習施設
TEL：0555-22-3219　FAX：0555-25-7255　
E-mail：kipokipo＠onshirin.jp

貸出施設のご案内

完成予定図
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Instagram

ふじさんのぬく森キポキポで
は、ご来館のみなさま、並びに従
業員の健康と安全に配慮し、新型
コロナウイルス感染拡大防止対
策をおこない、開館しています。

利用時のお願い

　入館時の検温、館内でのマス
ク着用（2歳以下の幼児は除く）、
各エリア入退室時の手指消毒へ
のご協力をお願いします。

入館できる定員数については、新
型コロナウイルス感染拡大状況によ
り変更することがあります。最新情
報は、キポキポのInstagram等でお
知らせします。

入館できる定員数について

トレイルエリア

キッズエリア

パンプトラック
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山林保全パトロール員表彰

《募集職種》　（1）富士山五合目公園利用指導員
　　　　　　   （2）富士山五合目自然解説員
《職務内容》　富士山五合目周辺公園利用者のサービス向上を図るため、富士山五合目管理センタ

ーに勤務及び富士山五合目周辺において次の業務を行います。
（1）公園利用指導・案内
（2）自然解説
（3）その他富士山五合目周辺の公園利用者のサービス向上のため協議会長が必要
        と認める業務

《勤務期間》　令和4年5月1日から令和4年10月31日まで
《勤務時間》　公園利用指導員：午前8時30分から午後5時15分まで
　　　　　　　自然解説員：午前9時00分から午後4時30分まで

《賃　金 》　公園利用指導員：日給8,952円
　　　　　　　自然解説員：日給7,450円　
　　　　　　　※交通費の支給は、ありません。
《募集締切》　令和4年2月25日（金）　※ 当日消印有効
《問合せ先》　☎0555-22-3355　森林環境課（内線132）

　※詳しい内容は、組合ホームページ等をご覧ください。

左から山田元次氏、渡辺正志組合長、佐藤修氏、椙浦清春氏

富士山北面8,100haの広大な入会地を守るために、あなたのお力をお貸しください

令和4年度恩賜林組合
山林保全パトロール員ボランティア募集

《活動内容》　・入会住民以外が山菜などの採取を目的とした入山をする際に必要な入山鑑札の
発行

　　　　　　・オフロード走行などの林野に対する加害行為等の注意喚起
《活動期間》　令和4年4 月1 日から令和5年3 月31日までのうち組合で指定する期間
《募集人員》　若干名
《応募締切》　令和4年2月28日（月）
《 そ の 他 》　・この活動はボランティアであるため、原則給与等は発生しません。
　　　　　　・応募資格、申込み方法等の詳細につきましては組合ホームページをご覧いただく

か、下記までお問い合せください。
《お問合せ》 森林事業部森林整備課
　　　　　　  TEL  0555-22-3355（内線123）
　　　　　　 FAX  0555-22-3218　
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令和4年度富士山五合目公園利用指導員及び
富士山五合目自然解説員を募集します

　富士山五合目周辺において、自然保護の啓発や自然解説等を行う富士山五合目公園利用指導員
及び富士山五合目自然解説員を募集します。
　富士山五合目で富士山の魅力を伝えてくださる方を募集します。下記の募集要項をご確認にな
り、お気軽にご応募ください。

《募集職種》《募集職種》　（1）富士山五合目公園利用指導員　（1）富士山五合目公園利用指導員
　　　　　　   （2）富士山五合目自然解説員　　　　　　   （2）富士山五合目自然解説員
《職務内容》《職務内容》　富士山五合目周辺公園利用者のサービス向上を図るため、富士山五合目管理センタ　富士山五合目周辺公園利用者のサービス向上を図るため、富士山五合目管理センタ

ーに勤務及び富士山五合目周辺において次の業務を行います。ーに勤務及び富士山五合目周辺において次の業務を行います。
（1）公園利用指導・案内（1）公園利用指導・案内
（2）自然解説（2）自然解説
（3）その他富士山五合目周辺の公園利用者のサービス向上のため協議会長が必要（3）その他富士山五合目周辺の公園利用者のサービス向上のため協議会長が必要
        と認める業務        と認める業務

《勤務期間》《勤務期間》　令和4年5月1日から令和4年10月31日まで　令和4年5月1日から令和4年10月31日まで
《勤務時間》《勤務時間》　公園利用指導員：午前8時30分から午後5時15分まで　公園利用指導員：午前8時30分から午後5時15分まで
　　　　　　　自然解説員：午前9時00分から午後4時30分まで　　　　　　　自然解説員：午前9時00分から午後4時30分まで

《賃　金 》《賃　金》　公園利用指導員：日給8,952円　公園利用指導員：日給8,952円
　　　　　　　自然解説員：日給7,450円　　　　　　　　自然解説員：日給7,450円　
　　　　　　　※交通費の支給は、ありません。　　　　　　　※交通費の支給は、ありません。
《募集締切》《募集締切》　令和4年2月25日（金）　※ 当日消印有効　令和4年2月25日（金）　※ 当日消印有効
《問合せ先》《問合せ先》　☎☎0555-22-3355　森林環境課（内線132）0555-22-3355　森林環境課（内線132）
　※詳しい内容は、組合ホームページ等をご覧ください。　※詳しい内容は、組合ホームページ等をご覧ください。
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　組合が行う建設工事等の請負、機械の修繕及び組合に対しての物品の納入に係る競争入札参加
資格審査申請の追加受付を行います。本組合の指名競争入札への参加を希望する業者の皆さま
は、下記により「指名競争入札参加資格審査申請書」を提出してください。　　
　なお、現在登録されている指名競争入札参加資格の有効期限は、令和5年3月31日です。　

指名競争入札参加資格申請書（組合指定様式及び添付書類）
組合指定様式については、組合ホームページからダウンロードできます。

恩賜林組合役場2階事務室（企画財政課契約担当）

令和4年2月1日から2月28日まで（土、日、祝日は除く）

午前9時から正午まで、午後1時から午後5時まで

令和5年3月31日　　　　　　　　　　     0555-22-3355（企画財政課）

指名競争入札参加資格申請書の   追加受付について

提出書類

提出場所

受付期間

受付時間

有効期限 受付問合せ



［表紙写真提供］ 山中湖村　観光課

　組合では、一市二村入会住民の方を対象に、
弁護士による無料法律相談日を設けていま
す。法律問題でお困りの方はこの機会にご相
談ください。

受付時間 ▼午後1時から午後2時まで
担　　当 ▼総務課　TEL.22-3355

無 料 法 律 相 談

※指定日以外又は電話による相談はできません

　日々の出来事やイベント情報などを
リアルタイムで配信していますので、ぜ
ひご覧ください。

恩賜林組合公式 facebook

富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合 検索

　組合には、各種研修施設が整っており、利用
することができます。目的に応じて部屋の広さ
を変えるなどの対応も可能です。使用料等の
詳しい内容については、お問い合わせください。
■研修施設：研修室1・2・3、会議室、会議室兼

視聴覚室、調理実習室
■休業日：土曜日、日曜日、国民の祝日
■担当：総務課

研修施設のご利用案内

研修室 会議室兼視聴覚室 調理実習室

組合からのお知らせ I N F O R M A T I O N

　組合の木工クラフト館にて木工作業ス
ペースと道具の貸し出しを行っています。お
気軽にご利用ください。
■貸出日時：平日の9時から17時まで
■費用：無料（要予約）
■内容：木工作業スペース、道具を提供し、自由

に作製していただ
きます。材料につい
ては持ち込みです。

■休業日：土曜日、日曜日、
国民の祝日

■担当：森林整備課

木工作業スペース貸出

木工クラフト館

山火事予防について

令和4年3月8日（火）

相談日

　冬季に入り、季節風が強く空気が乾燥して火災が発生しやすい時期になりました。入会住民の
皆様は、入山する際には山火事防止にご協力をお願いします。山火事の原因のほとんどが、人の
火の取扱いの不注意で発生しています。

貴重な森林を山火事から守るため、皆様のご協力をお願いします
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